
■講師の紹介

齊藤 宇開氏
 TASUC( 株 ) 代表、社会福祉法人宝もの理事長、 早稲田大学・非常勤講師。公益財団法人日本知的障害
者福祉協会人材育成副委員長。日本 LD 学会理事。元・独立行政法人国立特別支援教育総合研究所主任
研究員。障害のある子どもたちのための一貫性と継続性のある支援体制の構築を目指し事業を展開。

滑川 典宏氏

菅野 和彦氏
文部科学省　初等中等教育局　視学官　（併）特別支援教育課特別支援教育調査官。福島県立平支援学校・
福島大学附属特別支援学校、福島県特別支援教育センター指導主事、福島県教育庁いわき教育事務所学
校教育課指導主事を歴任。 「新学習指導要領に基づく授業づくり」監修執筆。

島添 聡 光明学園統括校長
都立清瀬養護学校を皮切りに都立南大沢学園養護学校、東京都教育相談センター指導主事、教育庁指導
部義務教育特別支援教育指導課 指導主事、都立多摩桜の丘学園 副校長、教育庁指導部義務教育特別支援
教育指導課 統括指導主事、教育庁指導部主任指導主事兼都立学校教育部主任指導主事、東部学校経営支
援センター 学校経営支援担当課長、教育庁指導部 特別支援教育指導課長を歴任。令和 5 年より現職。

菊地 一文氏
弘前大学教職大学院教授。青森県公立特別支援学校教諭、弘前大学教育学部附属養護学校文部教官、国
立特別支援教育総合研究所主任研究員、青森県教育庁指導主事、植草学園大学准教授を歴任。全日本特
別支援教育研究連盟副理事長、公益社団法人 日本発達障害連連盟 理事。著作：実践キャリア教育の教科
書、確かな力が育つ知的障害教育の自立活動など多数。

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 情報・支援部 統括研究員。横浜市立小学校の特別支援学級
10 年、横浜市立小学校のきこえとことばの教室 7 年を歴任。平成 29 年 4 月より現職。学校教育支援・
連携担当の業務の一環として、特別支援学校寄宿舎指導実践協議会の運営等に関わる。言語に障がいの
ある生徒の主体性を育む指導・支援の研究が専門。

令和6年1月19日(金)申込期限

【お問い合わせ】
〒156-0043	 	東京都世田谷区松原6−38−27
電話	:	03-3323-8421	/		FAX	:	03-3327-8428
副校長：吉平　研究部：飯田（研究主任）・逵（つじ）	

★申し込まれた方全員に「授業改善ハンドブック＆ 5つの
アイディア」を配信します !!
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○小田急線梅ケ丘駅下車徒歩約 5分

入口

■会場案内図今年度も Web 配信 Teams による研究会を
行います。Teams の ID とパスワードは参加
申し込み後にお知らせします。資料等はホー
ムページで御案内する予定です。

第 7 回
全国公開
研 究 会

令和6年2月3日（土） 10:00 〜 15:50
光明学園からリアルタイムWEB配信

東京都立光明学園
肢体不自由教育部門

×
病弱教育部門

お申し込みはこちらから
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これからの世の中は、解決すべき新たな課題が増え、予測が難しい時代になるといわれています。学
習指導要領が重視する「資質・能力の育成」の実現を目指した教育課程の編成や児童・生徒が主体的・
対話的に学びを深める実践を進め、「資質・能力の育成」に努めてきました。加えて変化を起こすた
めに自分で目標を設定し、振り返り、責任をもって行動する力（エージェンシー）が大事なキーワー
ドになります。児童・生徒が、未来を見据え、エージェンシーを発揮し、Well － Being に向かっ
て取り組む新たな学びの創造について考えます。

「自立と社会参加に向けた教育活動 : 授業改善とキャリア教育」
「教員の資質能力向上と授業改善」★☆ 「自己実現を目指すキャリア教育」★☆

□セミナーA

「生活と命を守る教育活動」□セミナーB
「生活改善と寄宿舎教育」☆ 「児童・生徒の命を守る医療的ケア

４つのモデル事業の今」★

「Well-Being　生涯学習につながる教育活動」□セミナーC
「児童・生徒の心を育む読書活動」★☆ 「一人一台端末を使った ICT活用術」★☆

読書習慣や余暇活動の充実について報告します。
・見て!  読んで! POPコンテストと他校との交流
・訪問生と通学生の読書交流

東京都立多摩図書館課長代理　
（児童青少年資料担当）　浅沼さゆ子氏　

ICT 活用とスキルアップについて報告します。
・コロナ禍を経た ICT スキルアップ
・デジタルアートと外部の専門家活用

 東京都教育庁指導部特別支援教育指導課　
統括指導主事　細川智佳子氏

医療的ケアの現状を事例で報告します。
・人工呼吸器・専用通学車両
・初期食シリンジ注入・就学時保護者付添い短縮化

東京都教育庁都立学校教育部主任指導主事
（特別支援教育推進担当）　深谷純一氏

寄宿舎生活の教育活動について報告します。
・卒業後の生活を視野に入れた寄宿舎の活動
・スマホ講座と身だしなみ講座の取組

独立行政法人特別支援教育総合研究所
統括研究員 滑川典宏氏

「考える力を育てる基礎学習～記憶の力をつける延滞の学習～」□ワーク★☆
実技演習を通して、教材呈示・言葉掛け等の指導のステップを体得できるワークです。
・実技演習
・事例発表

キャリア教育の視点と課題改善について報告します。
・肢体不自由教育部門：作業学習の実践
・病弱教育部門：PATH と SST の実践
 弘前大学教職大学院教授 

菊地一文氏

教員の育成と授業改善について報告します。
・授業者支援会議の実践と授業改善のポイント
・OJT の実践と若手育成のポイント　

TASUC( 株 ) 代表、社会福祉法人宝もの理事長  
齊藤宇開氏

つばき教育研究所 理事長 宮城武久氏
多摩つばき教育研究所 所長 宇川和子氏

★……肢体不自由教育
☆……病弱教育

多様な時代を生きるためのエージェ　ンシーと光明の新たな価値の創造!
～児童・生徒の自己実現を　目指した４つの教育活動～
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■時程

全体会 /
「一人一公開授業の実践から考える」

今年度は、学習指導要領を読み解き、一人一人の子
供たちに向き合い主体的・対話的・深い学びの授業
実践を行うため全教職員が授業を公開し、授業を省
察する機会を作りました。学校の基軸は授業です。
その授業力をどのように付けていくのか、今回の公
開研での 6 つのセミナーと１つのワークの全容を説
明しながら光明学園が大事にしていく新たな価値に
ついてお話します。

記念講演
「特別支援教育の動向と今後への期待」

文部科学省視学官　菅野和彦氏
令和の日本型学校教育の構築を目指し、全ての子供たち
の可能性を引き出す「個別最適な学び」「協働的な学び」
の実現が求められています。子供たちが他者と関わり、
幸福に生きていくためにはどのような資質・能力が必要
になるのか、変化の著しい現代社会の中で新しい時代の
特別支援教育の在り方について考える機会とします。一
人一人の子供を主語とするこれからの時代の特別支援教
育についてお話しいただきます。

光明学園統括校長　島添聡

校長講話

「光明学園の歴史映像から学ぶ」
ランチセミナー

日本初の公立肢体不自由教育校「光明學校」は
1932 年に設立されました。日本の特別支援教
育の歩みとして黎明期の秘蔵映像を、今年度は
カラーで上映します。歴史映像は年に 1 回この
機会のみの紹介です。

　グラフィック・
　　　レコーディング　
平元美沙緒氏が全体会と
記念講演の内容をリアル
タイムでイラストで
　示しながら記録し

ます。


